
 

 

平成２５年度 入札監視委員会議事概要 

 
陸上自衛隊北部方面隊  

開催日及び場所 平成２６年１月２３日（木） 北海道防衛局４階会議室 

委     員 
 

 

 

阿座上委員長（地域経済研究所 理事長） 
  神谷委員（札幌医科大学 客員教授） 
 菊池委員（北海商科大学 教授）  
木下委員（監査法人銀河 理事長） 
 

 
  契約実施機関が締結する契約に関する審議                      陸上自衛隊北部方面隊 

審議対象期間 平成２４年４月１日 ～ 平成２５年３月３１日 

審議対象件数 ３１，５８３件 

 

１．入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について） 

抽  出  件  数 １０件 

 

（審議概要） 

 
・陸自担当者から契約状況の説明
・対象案件より抽出された１０件
の概要について陸自担当者が説明
後、委員会による審議 

 

 

 
一 般 競 争 契 約 

 
                 ４件 

指 名 競 争 契 約 
 
                 ０件 

随  意  契  約 
 
                 ６件 

 

 

 

 

 ○委員からの 
     意見・質問 

 

 
   ○それに対する 

     回答等 

 
 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

意 見 ・ 質 問 回     答 

【抽出案件】 
 
○随意契約 
①〔火薬庫鉄扉補修工事〕 
 
・火薬庫の扉は、特殊なものなのか。 
 
 
・火薬庫の扉は、一般の会社で製作可能な
ものなのか。 
 
・落札が函館の業者だが、何か理由があっ
たのか。 
 
  
 
○随意契約 
②〔＃８６受電所真空遮断器更新工事〕 
 
・結果的に随意契約になったが、その価格
交渉時に予定価格を相手に開示するのか。
 
・どのような形で業者と商議をすすめてい

 
 
 
 
 
・火薬庫という特性上、既製品で
はなく製作品になる。 

・製作可能である。 
 
 
・入札時期に近傍駐屯地の工事を
本業者が行っていたことから、入
札に参加したということである。
 
 
 
 
 
・予定価格は開示しないで、商議
を行う。 
 
・予定価格を作成する際、市場価



 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 

くのか。 
 
 
 
 
 
 
 
○随意契約 
③〔平岸宿舎受水槽改修工事〕 
 
・予定価格と１回目の入札金額に開きがあ
るのはなぜか。 
 
 
 
・受水槽の大きさは、どの程度か。 
 
 
 
・受水槽は、設置してからの年月が経って
いるものなのか。 
   
       
○随意契約 
④〔緑町宿舎内部改修工事〕 
 
・特になし 
 
 
○随意契約 
⑤〔マネージャーチェアーほか〕 
 
・事務用品とか備品は、メーカーを指定し
ているのか。 
 
○随意契約 
⑥〔カメラほか〕 
 
・公告の期間が、普通よりも短くなってい
ないか。 
 
・過去に入札参加実績のある業者が、入札
に参加しなかった理由を聞いているか。 
 
 
・納期が３月３１日というのは、予算の関
係もあるのか。 
 
 
○一般競争契約 
①〔組立家屋借上〕 
 
・条件緩和の可否等に記載されている事項
は、今回条件を緩和したが、同じような事
案が次回もしあれば、さらに条件を緩和し
て募集するという意味か。 
 
・条件緩和の具体的な例はあるか。 

格の調査や近傍駐屯地における同
様の工事に係る金額を参考にして
おり、その時に調査した金額と、
業者が自衛隊に対しどの程度まで
割引ができるのか等を考慮して、
商議をすすめている。 
 
 
 
 
 
・確実な原因はわかっていない。
 
 
 
 
・宿舎４棟を一つでまかなう受水
槽なので結構大きく、２００㎥ 
入るものである。 
 
・昭和５２年のものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・メーカーを指定せずに同等品で
あれば可としている。 
 
 
 
 
・公告期間は、１０日を確保して
いる。 
 
・納期に間に合わないため、参加
していただけないということであ
る。 
 
・そうである。納期は３月３１日
厳守である。 
 
 
 
 
 
・そうである。 
 
 
 
 
・今回は役務のＣ以上としていた



 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 
 
・入札に業者がもっとたくさん参加すると
思っていたのだろうが、そんなに来なかっ
たのは何かあるのか。 
 
 
 
 
 
 
・プレハブのリース、レンタルは非常に多
くの業者がいることから、もうちょっと競
争があってもいいのではないか。 
 
 
 
 
 
 
・本借上は、工事を伴っていないのか。 
 
 
 
 
 
 
 
○一般競争契約 
②〔給食業務の部外委託〕 
 
・条件緩和の可否等に正社員であることを
問わないとあるが、これは１者応札の結果
として次年度から実施するということか。
 
・入札に参加していない他の業者に聞いて
こういう措置をとったのか。 
 
・給食は、現場で調理師等の方々が調理し
ているのか。それともどこかで作っている
のか。 
 
・何人ぐらいで調理するのか。 
 
 
・落札業者は、どこか他でも同様の業務を
行っているのか。 
 
・納期が１年となっているが、前年度の納
期はどうだったのか。 
 
・前年度の落札業者は違うのか。 
 
・前年度と同じような条件か。 
 
 
○一般競争契約 
③〔Ｘ線テレビ装置多用途用２型定期点検

が、それを役務のＤ以上にすると
いったものである。 
 
・入札前には、複数の業者が仕様
書を受領していたことから、複数
の応札があるものと認識していた
ところ、入札の前日になり、企業
としての判断で辞退の申し出があ
り、その結果１者になってしまっ
たものである。 
 
・推測だが、同時期において工事
等の人手が不足していたという所
を勘案すると、東日本大震災の関
係で土木の方に人手や物が流れて
いるという背景があったものと思
われる。辞退した業者に理由を聞
いたところ物が揃わないという回
答も得ている。 
 
 
・通常のプレハブの設置である。
基礎用の木杭を打ったり、電気の
配線、照明器具を取り付けたりと
いう工事は含まれているが、それ
らが設置されている状態でのリー
スという形である。 
 
 
 
 
 
・そうである。 
 
 
 
・そうである。 
 
 
・現場で調理する。 
 
 
 
・基準としては、給食で６名であ
る。 
 
・他の駐屯地でも何箇所かやって
いる。 
 
・納期は同じく１年である。 
 
 
・前年度は一緒である。 
 
・前年度も同じ条件である。 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

ほか〕 
 
・定期点検とあるが、毎年行われているの
か。 
 
・昨年度の落札業者と同じ業者か。 
 
・昨年度と契約金額も同じなのか。 
 
 
・もっと応札者が増える余地はないのか。
 
 
 
 
 
 
・予定価格は、どのように算定しているの
か。 
 
・当然、メーカーだからその値段を知って
いるし、１者しか応募していないのもわか
るのか。 
 
・他に対応可能な業者は、北海道にいるの
か。 
 
 
・他に契約先がいないのであれば、随意契
約にして今の値段よりも安く価格交渉する
という方法も考えられるのではないか。 
 
 
○一般競争契約 
④〔技能訓練（ＯＡ事務）〕 
 
・退職前の訓練は、それぞれの地域の職業
訓練を行っている所にお願いするのか。 
 
 
 
・他の地域で、職業訓練施設がない所など
は、どのようにしているのか。 
 
 
・外部に出て行って教育を受けるのと、内
部に講師を呼んで行うのにわかれるという
ことか。 
 
・ここではＯＡに関することだが、ＯＡ以
外の教育も行っているということか。 
 
・現実的に本業者以外に、場所を含めて美
唄市内に対応できる業者はいるのか。 
 
 
 
 
・ＯＡの教育を駐屯地の中でやってもいい

 
 
・そうである。 
 
 
・昨年度も同じ業者である。 
 
・設置の機器が若干変更している
ことから、違う金額である。 
 
・メーカーが実施する設置性能等
に関する技能教育を受講すること
により、定期点検を他の者が実施
することは可能であるが、実際に
メーカー以外の業者が受講してい
るという確認はとれていない。 
 
・予定価格の積算は、市場調査価
格で実施している。 
 
・そうである。 
 
 
 
・全てを確認している訳ではない
が、確認している中では、道内に
対応できる業者はいない。 
 
・企業努力をしている業者がいる
かも知れないことから、一般競争
契約を追求している。 
 
 
 
 
 
・今回であれば履修人員４８名と
いうように、人数規模が大きくな
るので、そのような施設を持って
いる所になる。 
 
・各種教育を全て部外施設で行っ
ているわけではなく、駐屯地内で
行っている科目もある。 
 
・そうである。 
 
 
 
・そうである。 
 
 
・パソコン教育を実施する業者は
存在するが、今回の教育のように
２ヶ月半にわたって結構な人数を
収容しての教育は、受入が厳しい
ということを確認している。 
 
・駐屯地の中となると、パソコン



 

 

 
 

 

 
 
 
 

 

 

 

という業者はいないのか。 
 
 
 
 
・現実的にはこの契約業者しかいないとい
うことか。 

等の器材を持ち込んで実施すると
いうことになり現実的ではない。
部外の施設で最初から設備が整っ
ているところを探している。 
 
・今現在はこの業者だけと思われ
る。 

 
 
 委員会による意見 
の具申又は勧告の
内容 
 
 

 
 
 
 特になし。 

 

 

 

   


